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古
代
チ
ベ
ヅ
ト
の
歴
史
的
地
名
に
つ
い
て
は
難
解
な
も
の
が
多
い
が
、
そ

の
う
ち
基
本
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
先
頃
一
書
に
ま
と
め
て
論
述
し
た
（
歴

史
地
理
）
。
し
か
し
そ
の
後
若
干
の
疑
問
の
個
処
を
発
見
し
、
又
補
い
た
い

点
も
あ
る
の
で
、
本
誌
上
を
借
り
て
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
再
び
取
上
げ
検
討

し
て
み
た
い
。

十
二
三
王
国
表
に
お
け
る
大
小
羊
同
国

　
先
に
吐
蕃
の
西
に
存
在
し
た
圏
と
し
て
大
小
羊
同
国
の
名
を
挙
げ
、
羊
同

は
ニ
ャ
ソ
ロ
試
道
け
お
を
写
し
た
も
の
で
、
大
羊
同
国
を
ギ
ャ
ソ
ツ
ェ
中

心
の
王
扇
、
小
羊
同
圏
を
マ
ン
カ
ル
嵐
9
ヨ
夢
鍵
・
ラ
ツ
ェ
ゾ
ン
冒
冨

＃
。
。
①
a
。
。
o
け
を
中
心
と
し
た
地
域
に
比
定
し
た
（
前
掲
書
一
七
三
一
一
七
五

頁
）
。
こ
の
考
え
は
今
で
も
変
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
と
き
下
生
文
書
の
十

二
年
半
国
表
（
H
）
日
国
”
℃
．
Q
◎
Q
◎
）
に
現
れ
る
ニ
ャ
ソ
ロ
チ
ェ
カ
ル
ソ
身
鐘
き

℃
9
δ
α
昇
霞
を
大
羊
同
国
と
し
、
続
い
て
記
さ
れ
る
ニ
ャ
ソ
ロ
シ
ャ
ソ
ポ

鷺
騰
臣
8
零
諺
や
。
を
小
羊
同
国
と
し
た
（
歴
史
地
理
四
一
三
頁
）
。
チ
ェ

カ
ル
の
意
味
を
、
バ
コ
i
紳
ゆ
ρ
o
o
叶
・
ト
ゥ
サ
ソ
O
罫
8
0
口
。
。
ω
巴
馨
両
氏

の
解
釈
に
従
っ
て
「
半
分
」
日
9
¢
Φ
の
意
に
解
し
、
故
に
こ
れ
を
大
羊
同
国

と
し
、
ニ
ャ
ソ
ロ
国
が
ツ
ァ
ソ
ポ
河
南
方
の
台
地
に
存
在
す
る
故
に
、
マ
ン

カ
ル
・
ラ
ツ
ェ
ゾ
ソ
の
地
域
を
シ
ガ
ツ
ェ
も
含
め
て
そ
れ
よ
り
低
地
帯
と
見

な
し
、
シ
ャ
ソ
ポ
（
低
地
）
に
当
る
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ

の
比
定
は
ど
う
も
お
か
し
い
。
ニ
ャ
ソ
チ
ュ
河
流
域
は
、
ツ
ァ
ソ
ポ
河
流
域

に
比
較
す
れ
ば
確
に
高
地
帯
と
な
り
、
ツ
ァ
ン
ポ
河
流
域
は
低
地
帯
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
一
つ
の
解
釈
と
し
て
は
成
立
し
な
い
で
は
な
い
。
し
か

し
ツ
ァ
ン
ポ
河
の
流
域
を
中
心
に
と
れ
ば
、
マ
ソ
カ
ル
地
区
は
上
流
域
で
あ

り
、
ニ
ャ
ソ
チ
ュ
河
流
域
は
下
流
域
で
あ
る
。
上
流
域
が
低
地
と
呼
ば
れ
る

の
は
、
地
形
的
条
件
に
よ
っ
て
は
あ
り
得
な
い
で
は
な
い
が
、
や
は
り
不
自
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然
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
間
題
は
他
に
理
解
の
方
法
は
な
い
の
で
あ
ろ
う

か
。　

こ
の
問
題
を
解
く
の
に
は
、
チ
ニ
カ
ル
℃
プ
《
o
畠
白
鍵
の
意
味
を
再
吟
味

す
る
必
要
が
あ
る
。
看
の
ご
と
く
私
は
一
応
バ
コ
ー
・
ト
ゥ
サ
ソ
両
氏
の
解

釈
に
従
っ
た
の
で
あ
る
が
、
最
も
一
般
的
な
意
味
は
「
半
分
」
・
「
一
部
分
」

で
あ
っ
て
、
や
は
り
こ
れ
が
本
来
の
意
味
で
あ
る
。
従
っ
て
ニ
ャ
ソ
ロ
チ
ェ

カ
ル
は
「
ニ
ャ
ソ
ロ
の
一
部
分
」
i
か
な
り
大
き
な
部
分
で
あ
る
が
一

即
ち
西
半
分
と
理
解
す
る
よ
り
他
は
な
い
。
と
す
る
と
、
そ
れ
は
ニ
ャ
ソ
チ

ュ
河
流
域
中
心
の
大
羊
同
国
と
す
る
よ
り
は
、
反
っ
て
マ
ソ
カ
ル
地
域
即
ち

小
羊
同
国
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
十
二
小
王
黒
表

は
チ
ベ
ッ
ト
西
端
の
シ
ャ
ン
シ
ュ
ン
地
方
か
ら
東
へ
順
次
に
王
国
名
を
列
挙
r

し
て
お
り
、
シ
ャ
ン
シ
ュ
ン
〔
一
〕
・
ニ
ャ
ソ
ロ
チ
ェ
カ
ル
〔
二
〕
・
ヌ
プ
国

〔
三
〕
・
ニ
ャ
ン
ロ
シ
ャ
ソ
ポ
〔
四
〕
と
進
む
（
U
8
餌
や
。
。
。
。
）
。
当
然
そ
の

順
序
か
ら
す
れ
ば
、
ニ
ャ
ソ
ロ
チ
ェ
カ
ル
は
小
羊
同
国
、
ニ
ャ
ソ
ロ
シ
ャ
ソ

ポ
は
大
羊
同
国
と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
束
が
シ
ャ
ソ
ボ
、
西
が
チ
ェ
カ
ル
に

入
れ
代
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
小
王
国
裏
に
（
慧
3
、

　
　
A
．
ニ
ャ
ソ
ロ
チ
ェ
カ
ル
に
は
ツ
ァ
ン
図
冨
ρ
臣
の
君
主
ト
ェ
カ
ル
8
げ
o
O

　
　
　
園
霞
。
そ
の
二
人
の
大
臣
は
ス
ル
ゥ
氏
Q
。
二
罎
と
ナ
ソ
氏
O
二
戸
。

　
　
B
．
ニ
ャ
ソ
β
シ
ャ
ソ
ポ
に
は
聖
主
ロ
ソ
マ
チ
ト
ム
ツ
ァ
ピ
O
け
旨
ρ

　
　
　
ぴ
鷺
げ
同
。
ヨ
窃
財
ρ
。
そ
の
二
人
置
大
臣
は
ニ
ャ
氏
鼠
図
即
と
デ
氏

　
　
　
出
げ
器
。

と
い
い
、
ツ
ァ
ン
の
君
主
を
小
羊
同
国
に
置
く
の
ほ
如
何
に
解
す
べ
き
で
あ

ろ
う
か
。
ツ
ァ
ン
の
君
主
と
す
れ
ば
大
羊
同
國
に
置
く
の
が
適
わ
し
く
、
小

羊
同
国
に
置
く
の
は
些
か
お
か
し
い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
理
解
に
つ
い
て
は
大
小
勃
律
国
の
例
を
参
考
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

勃
律
國
ゆ
拷
の
ρ
の
王
は
、
最
初
は
バ
ル
チ
ス
タ
ン
ゆ
巴
訟
ω
夢
昌
に
お
り
、

開
元
元
年
（
七
＝
二
）
頃
に
は
吐
蕃
の
圧
迫
に
堪
え
か
ね
て
ギ
ル
ギ
ッ
ト

○
一
一
σ
q
淳
方
面
に
逃
れ
、
そ
こ
に
国
を
建
て
た
（
古
代
史
四
四
三
頁
）
。
こ
れ

に
よ
っ
て
も
と
の
バ
ル
チ
ス
タ
ン
方
面
は
大
勃
国
国
と
呼
ば
れ
、
ギ
ル
ギ
ッ

ト
方
面
は
小
十
七
国
と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
古
代
史
四
四
一
頁
）
。
勿

論
こ
の
大
小
の
区
別
は
中
国
側
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
羊
同
国

の
場
合
も
、
本
来
は
王
は
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
方
面
に
お
り
、
後
何
等
か
の
事
情
で

マ
ソ
カ
ル
方
面
に
遷
り
、
そ
の
故
に
大
小
羊
同
国
の
区
別
が
行
わ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
何
故
に
ツ
ァ
ン
王
は
肥
沃
な
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
地
域
を
去
っ

て
マ
ソ
カ
ル
方
面
に
移
動
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
や
ル
ル
ソ
漢
谷
よ
り
起
っ
た
吐
蕃
の
膨
張
を
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
普
通
チ
ベ
ヅ
ト
は
ソ
ソ
ツ
ェ
ン
ガ
ソ
ポ
王
（
…
六
四
九
）

に
よ
っ
て
初
め
て
統
一
さ
れ
た
国
家
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し

貞
観
十
五
年
（
六
四
一
）
に
は
、
大
羊
同
国
は
唐
に
「
足
使
来
朝
」
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
ソ
ソ
ツ
ェ
ン
の
支
配
下
に
お
い
て
も
、
当
身
大
羊
同
属
は
未
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だ
干
る
程
度
の
主
権
を
保
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
歴
史
地
理
一
七
五
頁
）
。

し
か
し
吐
蕃
年
代
記
に
よ
れ
ば
六
八
四
年
（
皇
尊
元
年
）
に
は
明
か
に
中
央

翼
］
）
げ
β
暑
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
と
き
は
当
然
左
翼

○
受
。
昌
と
右
翼
○
由
ρ
ω
言
が
同
時
存
在
し
た
筈
で
（
前
掲
書
一
六
六

頁
）
、
そ
の
右
翼
こ
そ
は
ギ
ャ
ソ
ツ
ェ
中
心
で
あ
る
か
ら
大
羊
同
国
に
一
致

　
　
　
　
　
①

す
る
の
で
あ
る
。
更
に
遡
る
と
、
チ
ド
ゥ
ソ
ソ
王
が
即
位
直
前
に
大
臣
麹
．
薩

若
と
と
も
に
羊
同
に
兵
馬
を
徴
発
し
に
行
っ
た
と
き
に
、
既
に
羊
同
は
服
属

し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
（
古
代
史
三
三
九
頁
）
、
こ
の
と
き
即
ち
儀
鳳
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

年
（
六
七
六
）
に
大
羊
同
は
右
翼
に
組
込
ま
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
貞
観
十
五
年
（
六
四
一
）
か
ら
儀
鳳
元
年
（
六
七
六
）
ま
で
の
間
に
、

大
羊
同
国
は
吐
蕃
に
征
服
さ
れ
、
そ
の
右
翼
と
し
て
再
組
織
さ
れ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　
尤
も
ソ
ン
ツ
ェ
ソ
が
貞
観
八
年
（
六
三
四
）
に
松
州
（
四
川
省
松
播
県
）

に
入
憲
し
た
と
き
に
は
、
羊
同
は
既
に
「
融
解
」
し
て
お
り
、
　
「
連
合
し
て

兵
を
出
し
」
（
旧
伝
上
）
、
確
に
「
率
い
ら
れ
て
」
出
動
し
て
い
る
か
ら
（
外

伝
上
）
、
羊
同
の
聡
慧
体
制
は
こ
の
頃
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
注
意
す
べ
き
は
旧
領
・
新
伝
と
も
に
未
だ
こ
の
国
を
大
雷
同
國
と
は

称
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
国
が
大
小
厳
禁
に
分
れ
て
い
な

い
た
め
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
通
野
末
一
九
〇
、
辺
防
六
、
西
戎

二
に
大
羊
同
と
出
て
く
る
の
は
貞
観
十
五
年
の
遣
使
来
朝
の
際
の
正
式
の
名

称
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
大
小
羊
同
に
分
れ
た
の
は
貞
観
八
年
か
ら
同
十
五

年
ま
で
の
問
で
、
或
は
十
五
年
は
そ
の
分
離
に
よ
る
大
羊
同
国
の
成
立
を
通

知
す
る
た
め
の
使
者
派
遣
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
こ
の
と
き

が
ツ
ァ
ソ
王
の
マ
ソ
カ
ル
退
避
が
起
っ
た
と
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
つ
の

考
え
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　
次
に
そ
れ
な
ら
ば
こ
の
小
羊
同
国
は
何
晦
頃
ま
で
存
在
し
た
か
で
あ
る
が
、

吐
蕃
年
代
記
鳥
の
年
（
七
〇
九
）
を
兇
る
と
（
一
）
日
餌
℃
．
島
）
、

　
　
ル
ゥ
ラ
ク
園
¢
｝
ρ
σ
p
の
赤
き
シ
ュ
ク
ロ
ソ
ω
げ
自
σ
q
ω
δ
疑
α
資
胃
℃
げ
。

　
　
占
領
せ
ら
れ
た
り
。

と
あ
る
。
マ
ソ
カ
ル
・
ラ
ツ
ェ
ゾ
ソ
地
域
は
明
か
に
ル
ゥ
ラ
ク
（
支
翼
）
の

範
囲
で
あ
る
か
ら
、
七
〇
九
年
（
景
竜
三
年
）
に
は
既
に
こ
こ
に
は
支
翼
が

設
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
「
赤
き
シ
ュ
ク
ロ
ン
」
が
何
処
を
指
し
、
ツ

ァ
ソ
王
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
か
は
不
明
と
し
て
も
、
恐
ら
く
こ
の
頃
に

小
羊
同
国
は
終
り
、
支
翼
へ
の
編
成
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
に
よ
っ
て
羊
同
の
政
治
的
変
動
は
次
の
ご
と
く
考
え
ら
れ
る
。

　
（
一
）
　
貞
観
八
年
（
六
三
四
）
に
は
、
既
に
蝉
騒
は
吐
蕃
に
役
属
は
し

　
　
て
い
た
が
、
未
だ
制
限
さ
れ
た
主
権
は
持
っ
て
い
た
。

　
（
二
）
　
そ
の
後
の
吐
蕃
の
圧
迫
に
よ
り
ツ
ァ
ソ
王
は
貞
観
十
五
年
（
六

　
　
四
一
）
複
前
に
西
遷
し
、
羊
問
国
は
大
小
に
分
離
し
た
。

　
（
三
）
　
儀
鳳
元
年
（
六
七
六
）
に
は
、
大
羊
同
国
は
吐
蕃
の
右
翼
と
な
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っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
遅
く
と
も
嗣
聖
元
年
（
六
八
四
）
に
は
中
央
左

　
　
右
の
三
翼
は
成
立
し
て
い
た
。

　
（
四
）
　
小
羊
同
国
は
七
〇
九
年
（
景
竜
三
年
目
ま
で
に
終
焉
し
、
こ
の

　
　
年
に
は
既
に
支
翼
が
成
立
し
て
い
た
。

　
（
五
）
　
こ
れ
よ
り
後
は
大
小
羊
同
の
区
別
は
な
く
な
り
、
羊
同
は
地
域

　
　
名
と
し
て
の
み
用
い
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
ニ
ャ
ソ
ロ
チ
ェ
カ
ル
・
ニ

　
　
ャ
ソ
ロ
シ
ャ
ソ
ポ
の
区
別
は
な
く
な
り
、
ニ
ャ
ソ
ロ
は
ニ
ャ
ソ
チ
ュ
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
流
域
の
地
域
名
称
に
縮
小
す
る
。

　
（
六
）
　
同
時
に
ツ
ァ
ソ
の
名
称
も
国
名
と
し
て
で
は
な
く
、
現
在
の
範

　
　
囲
の
地
域
名
と
し
て
残
っ
た
。

　
さ
て
右
の
考
察
で
ニ
ャ
ン
ロ
チ
ェ
カ
ル
は
マ
ン
カ
ル
中
心
地
域
で
小
羊
同

国
、
ニ
ャ
ン
ロ
シ
ャ
ン
ポ
は
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
中
心
地
域
で
大
羊
同
国
を
指
す
こ

と
は
明
か
に
な
っ
た
が
、
そ
う
す
る
と
山
口
氏
が
提
示
し
た
次
の
史
料
は
如

何
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
（
歴
史
地
理
四
一
五
頁
）
。

　
　
C
．
ツ
ァ
ン
ト
ェ
ツ
ァ
ソ
ゴ
カ
ル
ω
砕
ω
ρ
い
ω
ゆ
。
自
ω
富
ρ
陸
送
ゆ
。
日
財
げ
ρ
吋

　
　
　
に
い
る
ツ
ァ
ソ
王
の
チ
ャ
ー
Q
D
岱
ρ
い
昌
。
甘
娼
げ
団
扇
菩
と
そ
の
大

　
　
　
臣
と
し
て
の
ス
ド
ゥ
氏
ω
β
α
q
と
ナ
ソ
氏
○
口
ρ
ゆ
（
℃
．
H
O
①
O
）
。

　
　
D
．
ツ
ァ
ソ
ロ
イ
ェ
カ
ル
菊
富
ρ
け
N
o
鳥
げ
団
Φ
。
。
犀
貴
・
ツ
ァ
ン
ポ
チ
ェ

　
　
　
カ
ル
露
玉
9
臣
唱
げ
。
℃
財
唄
①
α
冒
鍵
の
王
と
し
て
ツ
ァ
ン
王
チ
ェ
ウ

　
　
　
忠
義
p
け
〔
菖
剴
切
団
①
官
（
勺
』
卜
。
。
。
α
）
。

　
こ
の
う
ち
C
に
つ
い
て
い
え
ば
、
大
臣
名
の
ス
ド
ゥ
が
A
で
は
ス
ル
ゥ
に

な
っ
て
い
る
が
、
多
分
字
形
の
類
似
に
よ
る
、
何
れ
か
が
誤
り
で
あ
ろ
う
。

そ
の
点
以
外
に
は
大
臣
名
は
一
致
す
る
か
ら
、
ツ
ァ
ソ
ト
ェ
ツ
ァ
ソ
ゴ
カ
ル

（
C
）
は
ニ
ャ
ソ
ロ
チ
ェ
カ
ル
に
一
致
す
る
も
の
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ツ
ァ
ソ
ト
ェ
ツ
ァ
ソ
ゴ
カ
ル
は
ツ
ァ
ソ
ト
ェ
の
ツ
ァ
ン
ゴ
カ
ル
と
読
む
べ
き

こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
（
歴
史
地
理
三
九
八
頁
）
。
そ
れ
で
ツ
ァ
ン
ト
ェ
は

マ
ン
カ
ル
地
方
で
あ
り
、
ツ
ァ
ソ
ゴ
カ
ル
も
そ
の
地
域
に
所
在
を
定
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
ツ
ァ
ソ
ゴ
カ
ル
ω
駐
珍
自
。
日
園
げ
霞
の
位
置
で

あ
る
が
、
そ
の
意
味
は
「
ツ
ァ
ソ
ポ
の
沿
岸
の
城
」
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く

ラ
ツ
ェ
ゾ
ソ
が
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
ラ
ツ
ェ
ゾ
ソ
で
あ
れ
ば
ツ
ァ
ソ
ポ
河

の
南
岸
に
位
置
し
、
支
翼
成
立
後
、
千
人
隊
の
置
か
れ
た
所
で
も
あ
り
（
前

掲
書
三
七
三
頁
）
、
後
世
清
代
に
も
「
来
往
の
通
猫
」
で
あ
り
、
軍
事
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
④

要
点
で
あ
っ
た
所
で
あ
る
。
た
だ
C
文
で
ツ
ァ
ソ
王
の
姓
が
チ
ャ
ー
で
あ
る

こ
と
は
如
何
に
も
不
自
然
で
あ
る
が
、
そ
の
高
間
は
D
文
の
記
載
に
よ
っ
て

解
決
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
D
文
の
検
討
に
移
る
が
、
そ
の
中
心
を
見
る
と
、
ツ
ァ
ソ
ロ
イ
ェ
カ

ル
・
ツ
ァ
ソ
ポ
チ
ェ
カ
ル
の
ツ
ァ
ン
ロ
・
ツ
ァ
ン
ポ
は
、
と
も
に
ニ
ャ
ン
ロ

の
地
域
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
確
実
に
A
の
文
と
一
致
す
る
。
問
題

は
そ
の
君
主
が
、
C
で
は
チ
ャ
ー
で
あ
り
、
D
で
は
チ
ェ
ウ
で
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
何
れ
か
が
正
し
く
、
何
れ
か
が
誤
り
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
が
、
チ
ェ
ウ
が
正
し
く
、
現
代
綴
字
で
い
え
ば
ペ
ウ
切
①
官
（
積
）
に
当

る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
又
当
然
A
の
ト
ェ
カ
ル
も
こ
れ
に
一
致
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
当
時
の
王
の
名
で
あ
ろ
う
。
十
二
小
輪
国
表
で
は
、

大
臣
の
名
は
す
べ
て
姓
氏
で
あ
り
、
王
の
名
は
個
人
名
で
あ
る
。
ト
ェ
カ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

も
当
然
こ
の
場
合
は
王
個
人
の
名
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
不
思
議
な
の
は
道
宣
の
釈
迦
方
志
巻
上
の
婆
羅
吸
摩
補
悪
目

ヒ6

�
ｰ
B
ρ
喝
貫
ρ
の
条
に
（
大
正
蔵
経
史
伝
部
三
、
九
五
七
頁
）
、

　
　
愈
愈
刺
輩
羅
鳴
羅
国
（
原
註
”
言
金
園
也
）
法
上
黄
金
、
東
西
地
霧
、

　
　
即
東
女
国
、
非
印
度
摂
、
又
即
名
大
羊
同
国
、
棄
接
吐
蕃
、
西
接
三
波

　
　
詞
、
北
斗
富
江
、
其
国
世
以
女
紅
王
、
夫
亦
為
王
、
不
知
国
政
、
男
央

　
　
征
伐
・
種
田
而
已
。

と
あ
る
こ
と
で
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
大
羊
同
国
は
ス
ヴ
ァ
ル
ナ
ゴ
ト
ラ
o
D
二
く
p
7

嚇
σ
q
o
貫
ρ
即
ち
東
女
国
と
間
一
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
既
に
藤
田
氏
も
（
慧

趨
伝
三
一
丁
左
）
、

　
　
此
伝
（
貼
薬
伝
）
及
戦
史
、
曙
町
東
女
・
羊
同
為
二
国
、
東
女
非
国
名
、

　
　
陣
屋
同
非
有
両
地
響
。

と
い
っ
て
、
方
志
の
説
に
従
っ
て
い
る
。
ス
ヴ
ァ
ル
ナ
ゴ
ト
ラ
は
ト
ゥ
ヅ
チ

氏
O
．
↓
自
9
に
よ
れ
ば
、
西
チ
ベ
ッ
ト
即
ち
ラ
ダ
ク
ピ
騨
α
タ
、
簿
σ
q
。
・
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

方
を
指
し
て
お
り
、
こ
れ
が
穏
嶺
の
説
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
大
羊
周
国
は

ニ
ャ
ソ
ロ
地
方
で
は
な
く
、
遙
か
繭
北
方
の
ラ
ダ
ク
を
指
し
た
も
の
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
小
桜
国
表
に
照
し
て
も
、
シ
ャ
ン
シ
ュ
ン
の
西
方

に
羊
同
国
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
釈
迦
方
志
に
先
行
す
る
大
唐

西
域
記
巻
四
の
彫
上
吸
摩
補
羅
国
の
条
を
見
る
と
、

　
　
此
国
境
北
大
雪
山
中
、
有
薪
伐
刺
不
可
嘔
羅
国
（
原
註
…
唐
言
金
氏
）
、

　
　
出
上
黄
金
、
故
以
名
焉
。
東
西
長
、
南
北
狭
、
即
東
女
国
也
、
世
羅
女

　
　
為
王
…
…
継
接
土
蕃
国
、
北
皇
子
關
國
、
西
接
三
波
詞
国
。

と
あ
り
、
一
見
し
て
方
志
の
記
載
が
こ
れ
に
拠
っ
て
お
り
、
方
志
は
唯
こ
れ

に
「
非
印
度
摂
、
又
即
名
大
羊
同
国
」
の
句
を
加
え
て
い
る
だ
け
で
あ
る
こ

と
が
分
る
。
で
は
こ
の
句
を
方
志
は
何
か
ら
取
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
恐
ら
く
は
今
は
伝
わ
ら
な
い
、
王
玄
策
の
「
中
天
竺
行
紀
」
な
ど
か
ら

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
方
志
の
編
者
は
西
域
記
に
拠
る
限
り
、
ス
ヴ
ァ
ル
ナ
ゴ

ト
ラ
は
「
東
は
土
蕃
国
に
接
し
て
い
た
」
か
ら
、
結
局
大
羊
同
国
が
吐
蕃
の

西
に
存
在
す
る
と
い
う
或
る
史
料
と
併
せ
見
て
、
ス
ヴ
ァ
ル
ナ
ゴ
ト
ラ
即
大

羊
同
国
な
る
結
論
を
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
西
域
記
が
羊
同
国
の
こ
と
を
全

く
記
さ
な
い
の
は
、
西
域
記
編
纂
の
頃
に
は
一
同
が
吐
蕃
の
支
配
下
に
あ
っ

た
こ
と
を
玄
弊
或
は
編
者
が
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
西
域
記

で
は
羊
同
は
吐
蕃
の
領
域
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
故
に
ス
ヴ
ァ
ル

ナ
ゴ
ト
ラ
は
東
境
で
吐
蕃
に
接
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
結
局
ス

ヴ
ァ
ル
ナ
ゴ
ト
ラ
即
大
羊
同
国
は
方
志
の
誤
り
で
あ
り
、
大
羊
同
国
は
依
然

と
し
て
ギ
ャ
ソ
ツ
ェ
中
心
の
地
域
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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古代チベットの若干の地名について（佐藤）

二
　
唐
の
李
靖
の
対
吐
谷
渾
作
戦
路
に
つ
い
て

　
李
靖
は
貞
観
九
年
（
六
三
五
）
に
太
宗
の
命
を
受
け
て
、
吐
谷
渾
の
征
討

に
向
つ
た
。
彼
は
都
州
（
青
海
省
楽
都
県
）
か
ら
出
発
し
、
カ
ラ
コ
ト
ル
で

軍
を
南
北
路
に
分
け
、
青
海
湖
の
北
方
及
び
南
方
地
域
に
作
戦
し
た
。
正
史

の
吐
紫
檀
伝
、
通
鑑
な
ど
に
は
皆
、
北
軍
は
靖
の
本
隊
、
南
軍
は
侯
上
面
・

任
城
主
道
宗
の
部
隊
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
南
北
を
転
倒
し
た
も
の
で
、

靖
の
隊
が
南
軍
で
あ
り
、
小
集
・
道
宗
の
隊
が
北
爆
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が

い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
既
に
詳
し
く
述
べ
た
が
（
歴
史
地
理
二
二
七
頁
以
下
）
、

こ
の
よ
う
な
南
北
の
取
違
え
が
起
っ
た
原
因
は
、
実
録
の
記
事
の
不
正
確
さ
、

更
に
い
え
ば
李
靖
或
は
諸
将
の
報
告
の
曖
昧
さ
、
誇
張
的
な
表
現
に
あ
る
で

あ
ろ
う
と
し
た
（
前
掲
書
二
四
七
頁
）
。
こ
の
結
論
は
今
も
変
っ
て
は
い
な
い

が
、
そ
の
取
違
え
の
原
因
は
、
論
集
・
道
宗
の
作
戦
の
報
告
が
更
に
誤
っ
て

解
釈
さ
れ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
、
そ
の
こ
と
を
少
し
く
考
え
て

み
た
い
。

　
両
軍
の
作
戦
の
詳
細
な
記
事
は
通
鑑
に
あ
る
の
で
（
前
掲
書
二
二
八
頁
）
、

そ
れ
に
よ
る
と
、
君
集
・
道
宗
の
部
隊
の
径
路
は
、
破
灘
真
谷
一
星
宿
川
一

命
海
で
、
と
の
後
顧
っ
て
李
靖
の
軍
と
合
し
た
の
で
あ
る
（
前
掲
書
二
二
九

頁
）
。
一
方
旧
唐
書
巻
六
九
侯
君
集
伝
に
は
（
前
掲
書
二
四
五
頁
）
、

　
　
転
戦
し
て
星
宿
川
を
過
ぎ
、
栢
海
に
至
り
、
頻
に
虜
と
遭
い
、
皆
紅
に

　
　
剋
獲
す
。
北
に
積
玉
山
を
望
み
、
河
源
の
出
ず
る
所
を
見
る
。

と
あ
り
、
旧
唐
書
巻
一
九
八
吐
谷
渾
伝
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
漢
笑
山
に
登
り
、
馬
を
鳥
海
に
飲
い
…
…
二
重
梁
に
達
し
、
北
に
積
石

　
　
山
を
望
み
、
河
海
の
出
ず
る
所
を
見
る
。

と
あ
っ
て
、
若
干
の
地
名
を
付
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
越
権
山
と
鳥
海
は

不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
地
名
を
併
せ
考
え
る
と
、
破
遷
真
谷
は
ボ
ロ
チ

ュ
ソ
ク
ク
川
切
。
8
。
冒
腐
①
α
q
国
。
巳
で
あ
り
、
濃
水
の
上
流
を
指
す
（
前

掲
書
三
四
三
頁
）
。
星
宿
川
は
、
黄
河
源
の
オ
ド
ソ
タ
ラ
○
傷
信
づ
富
冨
（
星
宿

海
）
と
は
何
の
関
係
も
な
く
、
渥
水
の
水
源
が
や
は
り
星
宿
面
的
状
況
で
あ

る
が
故
の
名
で
あ
り
（
前
掲
比
量
頁
）
、
ボ
ロ
チ
ュ
ソ
ク
ク
川
そ
の
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
槽
海
は
、
旧
唐
書
吐
息
渾
伝
で
は
栢
梁
に
作
ら
れ
て
い
る

が
、
　
こ
れ
は
六
通
が
正
し
く
、
現
在
の
バ
ガ
ウ
ラ
ソ
地
方
切
我
ρ
良
我
餌
口

を
指
し
て
い
る
。
周
希
武
は
揚
家
塔
児
の
傍
で
渥
水
に
注
ぐ
小
支
流
の
上
流

地
方
を
巴
牢
鳥
繭
と
い
っ
て
お
り
（
前
掲
書
二
四
四
頁
）
、
強
磁
ホ
東
新
志
の

巻
頭
地
図
を
見
る
と
、
確
に
そ
の
よ
う
な
小
支
流
の
上
流
に
巴
牢
鳥
爾
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

域
名
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
君
虚
伝
に
は
更
に
進
ん
で
「
積
玉
山
を
望
ん
だ
」

こ
と
を
い
う
が
、
こ
れ
も
青
海
濁
の
北
方
に
あ
る
イ
ケ
ハ
イ
ル
ギ
山
鴫
Φ
匿
①

ρ
土
工
α
Q
一
p
砦
ド
に
違
い
な
く
（
前
掲
書
二
四
五
頁
）
、
河
源
は
結
局
淫
水
の

水
源
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
（
前
掲
書
同
意
）
。

　
と
に
か
く
類
集
・
道
宗
の
北
軍
の
作
戦
は
、
カ
ラ
コ
ト
ル
よ
り
濃
水
の
水

69　（727）



源
地
帯
ま
で
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
右
の
考
察
に
よ
っ
て
疑
い
な
い
。
し

か
し
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
地
名
群
は
甚
だ
誤
解
さ
れ
や

す
い
性
質
め
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
当
時
の
宮
廷
記
録
者
た
ち
に
は
、
渥

水
上
流
の
情
報
は
殆
ど
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
河
源
と

い
え
ば
黄
河
源
を
思
い
、
そ
れ
は
当
時
の
中
国
人
の
知
識
で
は
積
石
山
か
ら

湧
出
し
て
流
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
最
初
の
誤
解
で
あ
る
。
そ
こ
で

続
い
て
鋼
玉
由
は
積
石
山
を
指
す
も
の
と
さ
れ
、
栢
梁
は
栢
海
と
同
一
の
も

の
と
考
え
ら
れ
た
。
事
実
積
石
山
は
李
靖
の
作
戦
路
上
の
大
海
川
（
ダ
ブ
ス

ゴ
ー
ル
）
か
ら
見
れ
ば
南
東
に
横
わ
る
大
由
で
あ
り
、
楕
海
は
、
文
成
公
主

が
貞
観
十
五
年
に
吐
蕃
に
降
嫁
し
た
と
き
、
吐
蕃
王
ソ
ソ
ツ
ェ
ソ
ガ
ソ
ポ
が

迎
え
に
出
た
パ
ガ
ノ
ー
ル
（
シ
ネ
ノ
ー
ル
）
で
（
前
掲
書
二
四
四
頁
）
、
何
れ

も
中
国
人
の
知
識
に
入
っ
て
い
た
。
多
分
そ
れ
故
に
君
集
・
道
宗
の
作
戦
路

は
、
破
濯
真
谷
・
星
宿
川
は
さ
て
お
き
、
カ
ラ
コ
ト
ル
か
ら
南
方
栢
海
を
通

り
、
積
石
山
を
望
ん
で
河
源
に
至
っ
た
と
解
釈
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

ル
ー
ト
で
あ
れ
ば
確
に
鱈
集
・
道
宗
は
一
路
南
下
し
た
こ
と
に
な
り
、
大
非

川
に
沿
っ
て
北
西
へ
と
作
戦
し
た
靖
の
本
隊
か
ら
見
れ
ば
南
方
へ
の
作
戦
軍

と
な
る
の
で
あ
る
。

　
結
局
淫
水
上
流
地
域
の
地
理
的
知
識
が
な
い
と
こ
ろ
へ
青
海
湖
南
方
地
域

の
地
理
的
常
識
が
入
り
こ
み
、
君
集
・
道
宗
の
軍
は
全
く
反
対
の
方
向
へ
南

下
し
た
と
誤
解
さ
れ
、
そ
れ
が
こ
の
軍
を
南
軍
と
し
、
靖
の
本
隊
は
北
軍
と

す
る
と
い
う
誤
り
が
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
　
吐
谷
潭
の
根
拠
地
一
家
川
に
つ
い
て

　
算
置
渾
主
第
十
二
代
拾
寅
の
拠
っ
て
立
っ
た
根
拠
地
に
つ
い
て
は
、
絵
書

巻
一
〇
一
吐
露
顕
伝
に
、

　
　
皇
尊
干
魚
拾
蔓
立
、
始
邑
於
軽
羅
川
。

と
あ
り
、
伏
下
川
な
る
地
名
が
出
て
く
る
。
先
に
私
は
、
拾
寅
は
南
朝
か
ら

河
南
王
の
称
号
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
故
に
こ
の
伏
華
車
を
そ
れ
ま
で
の
根

拠
地
の
タ
ッ
カ
ル
川
b
d
同
㊤
σ
q
色
【
無
。
げ
鐸
（
莫
避
雷
）
と
考
え
、
伏
羅
げ
．
甘
閑

協
は
切
頃
ρ
σ
q
を
写
し
た
も
の
と
し
た
（
歴
史
地
理
二
一
五
頁
）
。
し
か
し
こ

れ
は
ど
う
も
お
か
し
い
。
と
い
う
の
は
和
平
元
年
（
四
六
〇
）
に
北
魏
の
文

成
帝
が
上
藩
王
長
孫
観
に
命
じ
て
姶
寅
を
討
た
せ
た
と
き
に
は
、
軍
は
学
頭

山
に
至
っ
て
吐
谷
渾
軍
を
撃
破
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
軍
書
吐
谷
渾
伝
）
。

曼
頭
山
は
青
海
南
山
山
脈
中
の
一
峰
で
、
バ
レ
ク
ソ
峠
切
p
一
．
ざ
ロ
℃
餌
引
く

ゆ
巴
我
琵
畠
巳
ρ
の
あ
る
所
で
あ
る
（
騰
史
地
理
ニ
ニ
四
頁
）
。
も
し
タ
ッ

カ
ル
川
の
流
域
の
澆
河
域
（
貴
徳
県
）
を
目
標
と
す
る
な
ら
ば
、
わ
ざ
わ
ざ

西
寧
・
カ
ラ
コ
ト
ル
と
廻
り
路
し
て
西
か
ら
澆
河
城
を
襲
う
筈
が
な
い
。
し

か
も
バ
レ
ク
ソ
峠
の
位
置
は
、
吐
谷
渾
の
旧
都
と
せ
ら
れ
る
ウ
ラ
ソ
ブ
ラ
ク

河
d
㌶
例
ρ
⇔
び
巳
裁
布
○
巳
に
沿
う
チ
ャ
ブ
チ
ャ
ル
O
ρ
げ
。
ぐ
巴
（
共
和
県
）

　
（
前
掲
書
二
一
二
頁
）
を
指
呼
の
間
に
望
む
所
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
こ
の
と
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き
の
作
戦
は
チ
ャ
ブ
チ
ャ
ル
を
目
差
し
た
も
の
で
そ
れ
以
外
で
は
あ
り
得
な

い
。
事
実
長
上
等
等
の
二
軍
に
圧
迫
さ
れ
た
雌
黄
渾
は
（
魏
書
吐
谷
渾
伝
）
、

　
　
拾
寅
部
落
大
醗
、
屡
憲
澆
河
。

で
あ
っ
て
、
反
っ
て
澆
河
方
面
に
侵
入
し
て
き
て
い
る
。
恐
ら
く
そ
の
頃
澆

河
の
地
方
は
北
魏
の
勢
力
範
囲
と
な
り
、
そ
の
故
に
「
澆
河
に
秘
す
」
と
記

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
結
局
伏
幸
川
は
澆
河
地
域
の
タ
ヅ
カ
ル
河
で
は
あ
り
得
ず
、
ウ
ラ
ソ
ブ
ラ

ク
河
と
す
る
よ
り
他
は
な
い
。
伏
羅
は
ま
ち
が
い
な
く
ブ
ラ
ク
じ
d
三
護
を

写
し
た
も
の
で
、
拾
寅
の
冠
し
た
の
は
樹
敦
城
即
ち
チ
ャ
ブ
チ
ャ
ル
と
見
な

す
べ
き
で
あ
る
。

　
尚
厳
耕
望
氏
は
、
伏
羅
川
を
「
ツ
ァ
イ
ダ
ム
河
近
傍
の
巴
隆
地
区
」
と
見
、

「
巴
隆
河
は
伏
羅
川
の
遺
音
か
」
と
し
、
又
付
図
に
は
、
伏
半
川
を
「
布
倫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

吉
ホ
河
2
」
と
す
る
が
、
と
も
に
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

四
　
三
代
ラ
サ
：
不
パ
ー
ル
間
の
道
程

　
先
に
ラ
サ
・
イ
ン
ド
問
の
ル
1
ト
を
考
え
た
際
に
、
　
「
吐
蕃
は
ネ
パ
ー
ル

と
も
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
を
通
過
す
る
ル
ー
ト
も
確
に
あ

っ
た
筈
で
あ
る
」
と
し
た
が
（
歴
史
地
理
一
八
一
頁
）
、
そ
れ
を
証
明
す
る
暇

が
な
か
っ
た
の
で
こ
こ
に
一
応
記
し
て
お
き
た
い
。

　
関
係
す
る
史
料
は
釈
蓮
方
志
巻
上
の
（
大
正
蔵
経
史
伝
部
三
、
九
五
〇
頁
）
、

　
　
南
少
寝
声
吐
蕃
国
、
又
繭
南
至
（
一
）
小
羊
同
国
、
又
西
南
度
（
二
）

　
　
咀
倉
法
関
、
吐
蕃
南
界
也
、
潟
東
少
南
、
度
（
三
）
末
上
塗
三
軍
関
、

　
　
東
南
入
谷
、
経
十
三
飛
梯
・
十
九
桟
道
、
又
東
南
或
西
南
、
縁
葛
麩
藤
、

　
　
曳
行
四
十
余
日
、
至
北
印
度
（
四
）
尼
波
羅
国
。

で
あ
る
。
こ
の
道
程
は
他
の
書
に
全
く
見
え
な
い
記
録
で
あ
り
、
先
に
藤
田

氏
が
慧
超
伝
の
楊
同
国
（
1
1
羊
間
国
）
の
説
明
に
引
用
し
、
若
干
の
解
釈
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

加
え
（
玉
込
伝
三
一
丁
左
）
、
曲
弾
に
は
足
立
氏
が
注
釈
を
行
っ
て
い
る
。
藤

田
氏
は
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
ネ
パ
ー
ル
に
入
る
の
に
は
国
境
に
キ
ロ
ソ
ω
げ
覧
α

呂
け
・
ニ
ャ
ラ
ム
○
誠
菩
親
日
の
二
面
が
あ
り
、
故
に
唄
倉
法
関
は
そ
の

何
れ
か
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
私
見
を
以
て
す
れ
ば
、
こ
の
関
は
ニ
ャ
ラ
ム
近

辺
に
相
違
な
い
の
で
、
そ
の
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。

　
　
（
一
）
　
小
羊
同
国

　
吐
蕃
か
ら
南
西
に
向
っ
て
行
く
の
は
キ
チ
ュ
河
ω
犀
覧
畠
。
げ
環
に
沿
っ
て

そ
の
河
口
に
出
、
ツ
ァ
ン
ポ
河
の
南
岸
に
渡
り
、
南
岸
沿
い
に
西
進
す
る
こ

と
で
あ
る
。
而
し
て
シ
ガ
ツ
ェ
に
至
り
、
そ
れ
よ
り
マ
ソ
カ
ル
・
ラ
ツ
ェ
の

　
　
　
　
　
⑩

地
に
到
達
す
る
。
そ
こ
が
小
羊
同
国
で
あ
る
。
道
と
し
て
は
、
ツ
ァ
ソ
ポ
河

を
渡
っ
て
か
ら
は
更
に
南
西
に
進
み
、
ギ
ャ
ソ
ツ
ェ
（
大
羊
同
国
）
を
通
っ

て
シ
ガ
ツ
ェ
に
出
、
ラ
ツ
ェ
に
至
る
こ
と
も
で
き
る
。
　
「
西
南
す
る
」
と
い

う
語
に
拘
泥
す
れ
ぼ
、
そ
れ
も
一
つ
の
解
釈
で
は
あ
る
が
、
大
羊
同
の
名
が

全
く
見
え
な
い
の
は
、
こ
の
国
を
ラ
ダ
ク
の
東
女
国
と
一
致
さ
せ
た
（
六
八
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頁
）
故
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
素
直
に
と
っ
て
ギ
ャ
ソ
ツ

ェ
を
通
過
せ
ず
に
直
接
ラ
ツ
ェ
地
方
に
至
っ
た
と
見
た
い
。

　
　
（
二
）
　
唄
算
法
関

　
ラ
ツ
ェ
か
ら
南
西
に
向
う
と
、
　
シ
ェ
ル
カ
ル
O
①
一
鼻
舘
（
協
鳴
ホ
）
を
通

っ
て
ニ
ャ
ラ
ム
に
至
る
道
が
あ
り
、
到
達
す
る
の
が
胆
倉
法
関
で
あ
る
。
関

名
の
う
ち
の
膿
は
咀
の
講
誤
と
思
わ
れ
、
咀
倉
法
α
N
、
営
。
富
．
鋤
昌
σ
q
覧
≦
譜

は
チ
ャ
ク
サ
ム
パ
ピ
。
㊤
㈹
ω
N
ρ
ヨ
℃
ρ
（
鉄
索
橋
）
に
相
違
な
い
。
事
実
ニ
ャ

ラ
ム
の
南
方
に
チ
ャ
タ
サ
ム
O
げ
餌
犀
＄
ヨ
が
あ
り
（
螺
O
℃
ρ
一
魑
鼠
ρ
も
）
、
こ
れ

に
一
致
す
る
。
こ
こ
よ
り
約
五
マ
イ
ル
南
下
す
れ
ば
、
現
在
ネ
パ
ー
ル
と
の

国
境
で
あ
り
、
吐
蕃
の
時
代
に
も
そ
れ
は
「
南
界
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
橋
が
軍
事
的
な
要
点
で
、
乾
隆
五
十
五
一
五
十
七
年
の
グ
ル
カ
戦
争
の

と
き
も
、
一
つ
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。　

　
（
三
）
　
引
上
加
三
轟
関

　
チ
ャ
タ
サ
ム
か
ら
道
が
「
東
少
南
」
す
る
の
は
地
図
に
完
全
に
一
致
し
、

末
上
加
三
三
関
墨
．
ぴ
、
自
黛
“
寅
昌
σ
q
犀
騨
。
・
ゆ
ヨ
ぴ
、
舞
は
ご
ご
置
磐
げ
げ
霞
に
該
嶺

す
る
（
オ
O
℃
ρ
一
》
　
り
繭
騨
勺
）
。
宋
上
加
は
Q
Q
ぴ
ρ
奏
ヨ
巨
昏
鍵
（
豊
橋
塞
）
で
、

籐
で
編
ま
れ
た
橋
が
あ
り
、
そ
の
た
も
と
に
城
塞
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

切
尻
騨
罠
げ
霧
の
切
一
は
或
は
ω
σ
轟
旨
（
籐
の
）
を
写
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
ぬ
。
三
児
に
つ
い
て
は
、
足
立
氏
は
チ
ベ
ッ
ト
語
の
「
橋
」
の
意
と
す
る

蜘
確
に
サ
ム
パ
§
冨
は
橋
で
あ
る
・
し
か
し
一
つ
の
言
葉
の
中
で
・

既
に
N
騨
露
は
上
で
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
再
び
主
な
る
別
音
で

写
さ
れ
る
の
は
お
か
し
く
、
三
鼻
は
不
明
と
す
る
よ
り
他
は
な
い
。

　
　
（
四
）
尼
波
羅
国

　
道
は
そ
れ
よ
り
南
西
叛
し
て
グ
ム
タ
ソ
Q
財
自
日
夢
勲
旨
・
デ
オ
ラ
リ
U
O
♀

屋
凱
・
チ
ャ
ウ
タ
リ
ア
O
び
ρ
葺
貧
猷
な
ど
を
通
り
、
カ
ト
マ
ソ
ド
ゥ
に
到

達
す
る
（
累
①
℃
餌
ど
　
言
ρ
娼
）
。
こ
の
尼
波
羅
国
は
明
か
に
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
地
域

を
指
す
も
の
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
で
は
非
常
な
難
道
の
ご
と
く
書
か
れ
て
い

る
が
、
そ
の
東
側
の
ス
ソ
コ
シ
河
ω
雪
国
。
ω
一
に
沿
う
道
に
比
較
す
れ
ば
、

か
な
り
峻
瞼
な
山
道
で
あ
る
。
し
か
し
乾
隆
期
の
グ
ル
カ
作
戦
に
は
、
ニ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ラ
ム
に
挙
っ
た
郷
輝
・
成
徳
の
別
動
隊
は
確
に
こ
の
道
を
通
っ
て
お
り
、
唐

代
に
竜
チ
ベ
ッ
ト
：
不
パ
ー
ル
連
絡
の
基
本
的
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま

ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

①
　
私
は
先
に
中
央
左
右
三
翼
の
存
在
を
七
〇
九
年
ま
で
遡
ら
せ
た
が
（
歴
史
地
理

　
三
八
五
頁
）
、
中
央
翼
の
存
在
か
ら
考
え
て
、
肉
入
四
年
に
左
右
翼
も
存
在
し
た

　
と
決
定
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

②
チ
ド
ゥ
ソ
ソ
と
遡
薩
若
の
羊
同
行
は
資
治
通
鑑
調
露
元
年
二
月
壬
戌
の
条
、
冊

　
府
元
亀
巻
九
穴
六
書
田
部
継
襲
儀
鳳
四
年
の
条
に
あ
る
。
こ
の
羊
岡
は
麹
何
に
解
…

　
す
べ
き
か
で
あ
る
が
、
そ
の
時
期
儀
鳳
元
年
は
貞
観
十
五
年
忌
り
後
で
あ
る
か
ら
、

　
ま
ち
が
い
な
く
大
羊
同
國
を
指
す
も
の
と
し
た
い
。

③
開
元
十
五
年
（
七
二
七
）
に
慧
超
は
中
央
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
旅
行
を
終
え
て
安

　
西
（
ク
チ
ャ
）
に
帰
来
し
て
い
る
が
、
彼
の
旅
行
認
に
は
、
羊
詞
は
書
棚
圏
の
名
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で
出
て
い
る
（
小
筆
伝
二
九
丁
左
）
。
そ
こ
に
は
大
小
楊
同
の
区
別
が
な
い
が
、
そ

　
れ
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
又
こ
れ
を
「
羅
」
と
は
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
地
域
名

　
と
し
て
解
す
べ
き
も
の
で
、
国
家
と
し
て
考
う
べ
き
も
の
で
な
い
こ
と
も
自
明
の

　
理
で
あ
る
。

④
廓
爾
三
鼎
略
巻
コ
一
、
一
五
丁
右
。

⑤
　
ソ
ン
ツ
ェ
ン
ガ
ソ
ポ
の
生
母
の
名
は
、
王
統
表
に
拠
れ
ば
、
ツ
ェ
ポ
ソ
氏
リ
ソ

　
マ
ト
ゴ
ェ
↓
ω
7
0
q
。
℃
o
旨
奉
出
身
欝
ヨ
ρ
昏
。
σ
Q
畠
σ
q
o
ω
で
あ
る
が
、
王
統
鏡

　
閃
σ
q
嘱
巴
第
σ
ω
σ
q
ω
巴
げ
P
蔦
影
〇
一
〇
い
に
は
、
ツ
ェ
ポ
ソ
茂
り
マ
ト
ェ
カ
ル
8
ω
プ
O

　
。
。
℃
巳
9
昌
起
σ
瓢
ヨ
㊤
穿
。
α
巳
＾
鷲
と
あ
る
（
一
）
6
出
層
℃
■
o
O
G
◎
℃
旨
．
窃
）
。
女
性

　
名
で
は
あ
り
、
王
統
鏡
の
史
的
価
値
に
も
問
題
は
あ
る
が
、
ト
ェ
カ
ル
が
個
人
名

　
と
し
て
あ
り
得
る
名
で
あ
る
例
で
あ
ろ
う
。

⑥
先
に
ト
マ
ス
氏
男
・
名
・
目
げ
。
旨
霧
は
ス
ヴ
ァ
ル
ナ
ゴ
ト
ラ
を
フ
ン
ザ
ナ
ガ
ル

　
地
区
と
し
（
月
い
月
】
）
嚇
囲
”
℃
．
H
O
9
⇔
）
、
私
も
こ
れ
に
従
っ
た
が
　
（
古
代
史
一
三
七

　
頁
）
、
ト
ゥ
ッ
チ
氏
は
西
チ
ベ
ッ
ト
地
域
と
し
た
（
℃
拶
や
O
O
）
。
今
は
ト
ゥ
ッ
チ

　
氏
の
主
張
が
よ
り
妥
当
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

⑦
　
楊
笹
葺
「
丹
嚇
繭
庁
新
志
」
光
緒
三
十
四
年
、
国
立
中
央
図
霞
館
（
台
北
）
蔵

　
砂
本
。
本
書
の
写
真
本
を
参
考
に
す
る
こ
と
の
で
き
た
の
は
、
一
に
香
川
大
学
助

　
教
授
植
松
正
氏
の
好
意
に
よ
る
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

⑧
　
厳
耕
望
「
唐
代
河
渥
青
海
地
区
交
通
軍
鎮
斎
蔵
」
青
雲
学
報
第
十
一
丹
、
二
九

　
〇
・
二
九
三
頁
並
に
文
末
付
図
。
尚
厳
氏
の
論
文
は
長
い
間
求
め
て
得
ら
れ
な
か

　
つ
た
が
、
京
都
大
学
文
学
部
研
修
員
王
霜
媚
小
髭
の
好
意
に
よ
っ
て
漸
く
閲
覧
す

　
る
こ
と
を
得
た
。
記
し
て
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

⑨
　
足
立
喜
六
「
唐
代
の
泥
波
羅
道
」
支
那
仏
教
史
学
第
三
巻
第
一
号
、
七
五
頁
以

　
下
。
足
立
氏
は
ラ
サ
方
薩
か
ら
サ
ガ
ゾ
ン
ω
9
鳥
σ
q
昌
乙
ω
o
旨
（
薩
喀
）
に
行
き
、

　
こ
こ
よ
り
申
南
下
し
て
タ
ラ
ラ
ブ
ラ
ン
↓
p
智
U
p
σ
舜
嵩
α
q
を
通
り
、
ブ
リ
ア
ガ
ン

　
ダ
キ
河
切
口
二
窪
O
器
舞
置
に
沿
っ
て
下
っ
て
カ
ト
マ
ソ
ド
ゥ
に
至
る
も
の
と
す

　
る
。
而
し
て
タ
ラ
ラ
ブ
ラ
ン
を
胆
倉
法
関
と
し
、
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
工
事
霞
ω
で

　
p
戸
象
の
橋
を
末
野
加
一
子
鼻
関
と
す
る
。
　
し
か
し
ブ
リ
ガ
ソ
ダ
キ
河
と
マ
ル
シ
ャ

　
ン
デ
ィ
河
は
南
北
に
殆
ど
並
行
し
て
流
れ
て
お
り
、
交
わ
る
こ
と
は
な
く
、
従
っ

　
て
氏
の
比
定
は
受
容
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑩
　
こ
の
ツ
ァ
ソ
ポ
河
南
岸
の
ル
ー
ト
は
乾
隆
内
府
輿
図
（
十
排
西
三
・
十
一
排
西

　
三
）
に
記
入
さ
れ
て
お
り
、
ラ
ッ
ェ
は
章
拉
沢
和
屯
と
記
さ
れ
て
い
る
。
章
拉
沢

　
の
章
は
チ
ャ
ン
田
堵
9
（
北
方
）
で
あ
ろ
う
し
、
和
白
は
満
洲
語
ポ
ト
ン
頃
0
8
コ

　
（
城
廓
・
城
）
で
あ
る
。

⑬
足
立
前
掲
論
文
七
七
頁
。

⑫
　
廓
外
喀
紀
略
巻
一
九
、
一
丁
右
。
同
じ
く
巻
二
八
、
二
九
丁
左
。

〔
略
語
表
〕

凌
辱
“
入
唐
書
巻
一
四
六
上
、
吐
蕃
伝
上
。

誤
伝
1
1
新
唐
書
巻
一
四
一
上
、
吐
蕃
面
上
。

慧
超
伝
導
藤
田
豊
八
「
転
属
往
五
天
竺
薗
伝
箋
釈
」
第
二
北
京
版
、
民
国
二
年
。

古
代
史
口
佐
藤
長
「
古
代
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
」
上
、
京
都
、
昭
和
三
三
年
。

歴
史
地
理
昼
佐
藤
長
「
チ
ベ
ッ
ト
歴
史
地
理
研
究
」
東
京
、
昭
和
五
一
二
年
。

累
。
喝
巴
曽
竃
ρ
℃
腫
紺
禽
8
〈
巴
ピ
心
月
乱
。
員
属
。
℃
巴
早
り
。
昌
畠
。
戸
　
騰
り
b
o
Q
。
M
僧
ヰ
ρ
o
げ
㊦
α

　
鼠
ρ
や
。
臨
国
事
3
諺
ω
o
o
鉱
。
昌
o
h
署
Φ
唱
鋒
．

U
8
国
1
1
一
”
o
ρ
ロ
Φ
b
d
簿
8
紗
閏
お
傷
Φ
二
〇
ぽ
ノ
＜
一
一
一
貯
導
日
産
。
導
器
噛
Q
酷
轟
く
。
－
Ω
属
ユ
⑦
ω

　
↓
O
賃
ω
ω
巴
暮
’
U
O
£
置
O
暮
ω
9
↓
O
口
窪
－
げ
8
ρ
鵠
σ
q
H
O
一
捻
賦
ω
帥
一
．
ぼ
簿
O
貯
O
畠
躍

　
8
一
げ
。
戸
℃
ρ
同
置
、
陣
り
A
O
…
劇
9

℃
男
．
目
○
貯
。
含
。
℃
℃
Φ
8
口
8
測
勺
お
一
一
ヨ
ぎ
霞
《
男
①
℃
o
詳
。
昌
掌
く
o
o
O
o
δ
二
二
。
閃
呂
－

　
些
事
銘
8
ω
ぎ
瓢
¢
饗
ご
男
。
ヨ
ρ
お
三
園

目
び
目
U
1
1
男
ン
ζ
↓
7
9
ゴ
器
．
縛
害
卑
勲
嵩
　
ζ
8
罫
書
↓
o
蓉
ω
鑓
乙
U
o
2
∋
①
馨
q
・

　
8
昌
8
導
ぎ
σ
q
O
三
指
Φ
ω
o
↓
三
一
【
o
。
。
露
鈍
勺
汁
．
H
、
い
9
乙
9
y
お
繍
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